作業内容等報告書

住　　　 所：　南秋田郡大潟村字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名（法人）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

品　　 　目：□加工用米　□新市場開拓用米　□米粉用米　□酒造好適米　該当に✔

報告する取組の□に✔を付け、枠内の項目を記入してください。
また、記載している必要書類が揃っているか確認し、□に✔を付けてください。
書類が揃っていない場合、受付出来ません。

□１．直播栽培
　　　□作業写真　　□使用機械の写真

□２．疎植栽培
　　　□株間の写真　　□田植機カタログ（株間調整の可否）

□４．プール育苗
　　　□育苗状況写真

□５．温湯種子消毒
　　　□作業写真　　□伝票等（委託の場合）

□７．作期分散
　　　□種子購入伝票

□８．土壌診断を踏まえた施肥・土づくり
　　　□土壌診断結果または葉緑素計を用いた葉色診断の写真等
　　　□診断結果を受けて施用した資材等の購入伝票

□９．効率的な施肥
　　　□流し込み施肥　　□育苗箱全量施肥　　□側条施肥（いずれか該当に✔）
　　　□上記の作業状況がわかる写真　　□肥料の購入伝票

□10．効率的な農薬処理
　　　□播種同時施肥　　□田植時同時処理（いずれか該当に✔）
　　　□上記の作業状況がわかる写真　　□農薬の購入伝票

裏面に続きます


□11．化学肥料の使用量削減（慣行より30％以上削減）
　　　□肥料の購入伝票
	資材等の名称
	化学肥料窒素成分の割合（％）
	使用量
（kg/10a）
	化学窒素成分量
（kgN/10a）

	１
	
	
	

	２
	
	
	

	３
	
	
	

	４
	
	
	

	５
	
	
	

	合　計（ 5.6 kgN/10a 以下となること ）
	



□12．化学農薬の使用量削減（慣行より50％以上削減）
　　　□農薬の購入伝票
	農薬名
（剤型）
	化学合成農薬
成分回数
	農薬名
（剤型）
	化学合成農薬
成分回数

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計　回　数（10回以下となること）
	



□14．農業機械の共同利用
　　　□作業写真　　□共同利用に関する契約書または請求書等

□15．スマート農業機技術の活用
　　　□作業写真　　□請求書等（委託の場合）
　　　□使用したスマート農機のカタログ等（自己所有の場合）

□16．ほ場由来の温室効果ガスの削減
　　　□長期中干しの「溝切り」、「中干し開始時」、「中干し終了時」の写真
　　　　２週間以上中干しを実施すること
　　　□秋耕の状況写真
	秋耕実施日
	


　　　※上記のいずれかを実施すること
　　　※環境保全型農業直接支払い交付金と重複不可
　　　
□17．ほ場への炭素貯留
　　　□バイオ炭等の購入伝票　　□作業写真
　　　※環境保全型農業直接支払い交付金と重複不可
